
2022.11 NUMATA    20

『秋の読書週間』

　秋の読書週間という言葉を聞いたことはありませんか。
秋の読書週間とは、終戦まもない１９４７年からつづく運
動で、今では日本の国民的行事として定着しています。期
間は毎年１０月２７日～１１月９日（文化の日を中心とし
た２週間）と決まっていて、この期間には書店や図書館な
どで色々な催しが開催されます。
　沼田町図書館では今年の秋の読書週間事業として、『ア
ンモナイトの世界展』（１０月２１日～１１月１４日まで）
を開催し、化石館から借りたアンモナイト９点と図書館に
ある化石関連の本を展示しました。
　アンモナイトというのは総称で、大きさや、殻の形の違いなどで種類も変わります。今回はそれぞ
れの特徴を見るだけでなく実際に触れて体験してもらえるように、触ってもよい化石を借りました。
また化石関連の子ども向けの本から大人向けの本まで様々な本を用意し、会期中は多くの方に楽しん
でもらう事ができました。
　今回の読書週間事業で展示した化石の本以外にも図書館には化石関連の本はたくさんありますの
で、ぜひ図書館へ足を運んでみてください。

『３分間サバイバル―有罪か無
罪か？常識の死角―』
著者：粟生　こずえ

図書館にある本をインターネットで検索できます。検
索は、下記の URL か QR コードからどうぞ。
http://opac-numata.lib-wa.net/
web_opac/simple_search.php

家から図書館の本を検索しよう

≪一般書≫
その本は　　　　　　　　　又吉　直樹
嘘つきジェンガ　　　　　　辻村　深月
翼の翼　　　　　　　　　　朝比奈あすか
競争の番人　２　　　　　　新川　帆立
今日は、これをしました　　群　ようこ
社会保障のトリセツ　　　　山下　慎一
絶景北海道の鉄道　　　　　番匠　克久

≪児童書≫
ガリレオの事件簿　１　　　東野　圭吾
てぶ～くろ　　　　　　　　ガタロー☆マン
いっぱいさんせーい！　　　宮西　達也
からっぽのにくまん　　　　まつながもえ
タコとだいこん　　　　　　伊佐　久美
麦畑のみはりばん　　　　　テリー・ファン

　朝読におすすめの３分で読める新感覚
ショートショート。謎解きとスリルが楽しめ、
知識も身につきます。
　今回のテーマは「法律」。なにげない行為
にも、知らなかったでは済まされない常識の
死角がある！？
　思わず吹き出す奇妙な法律から、知ってお
いて損はない豆知識まで、バラエティ豊かな
全５０編を収録。
　図書館には、３分間サバイバルシリーズの
本があります。ぜひ朝読にお役立てください。


